
令和８年度開講 新 ３・４年生対象演習一覧 
 

科目名 担当者 曜日 時限 テーマ 

 

 

上

代 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
谷口 雅博 火 3 上代の神話・説話を読む 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
上野 誠 火 3 

『万葉集』の風土論的研究、 

及び文化論的研究 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
土佐 秀里 火 6 万葉集の物語性と歴史性 

 

 

 

中

古 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
太田 敦子 月 2 『源氏物語』「桐壺」巻を読む 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
津島 知明 月 3 『枕草子』を読み味わう 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
塚原 明弘 木 6 

『源氏物語』 

「初音」巻・「胡蝶」巻を読む 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
竹内 正彦 金 6 『源氏物語』「葵」巻を読む 

中 

 

世 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
荒木 優也 火 4 『百人一首』を古注釈で読む 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
荒木 優也 金 3 『古今和歌集』を読む 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
野中 哲照 ★ 火 4 中世散文の研究 

近

世 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
岩崎 雅彦 火 6 浄瑠璃の研究 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
中村 正明 火 3 

洒落本を読み解く 

―江戸の遊廓文化と文学― 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
藤川 雅恵 金 4 江戸時代の怪談集を読む 

近
 
現
 
代 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
中村 正明 木 6 

明治初期文学を読み解く 

―毒婦小説『鳥追阿松海上新話
とりおひおまつかいじやうしんわ

』― 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
石川 則夫 ★ 金 3 

近現代文学専攻者の卒論作成 

に向けての演習 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
安西 晋二 木 5 戦後以降の現代小説を読む 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
安西 晋二 ★ 木 6 近現代文学の作品研究 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
鬼頭 七美 月 2 新聞小説を読む 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
岡崎 直也 月 4 堀 辰雄の文学 



科目名 担当者 曜日 時限 テーマ 

日本語学演習ⅡA・ⅡB 仁科 明 月 5 中古日本語の研究 

日本語学演習ⅡA・ⅡB 小田 勝 月 6 
古典文法の研究、 

古典文解釈法の研究 

日本語学演習ⅢA・ⅢB 吉田 永弘 木 6 中世日本語の研究 

 

日本語学演習ⅢA・ⅢB 

 

諸星 美智直 

 

木 

 

3 

ⅢＡ ビジネス言語学 

（文書・会話の語彙・語法） 

ⅢＢ 近代敬語の研究 

日本語学演習ⅢA・ⅢB 三井 はるみ 火 6 社会言語学文献講読と調査研究 

伝承文学演習ⅡA・ⅡB 内藤 久義 月 4 境界の民俗学 

伝承文学演習ⅡA・ⅡB 伊藤 新之輔 火 3 民俗分布図を考える・つくる 

伝承文学演習ⅡA・ⅡB 八木橋 伸浩 水 2 
現在学としての民俗学の 

実践的演習 

伝承文学演習ⅢA・ⅢB 大石 泰夫 水 2 
祭礼と芸能及びそれに関わる 

多様な民俗を考える 

伝承文学演習ⅢA・ⅢB 高久 舞 水 2 
民俗芸能研究の方法の習得と民俗 

芸能の現代的課題を考える 

伝承文学演習ⅢA・ⅢB 松尾 恒一 木 5 
祭礼・芸能文化、年中行事、民間 

信仰・民俗宗教の調査と研究法 

伝承文学演習ⅢA・ⅢB 鈴木 明子 金 6 絵図資料に見る芸能と伝承 

伝承文学演習ⅣA・ⅣB 新任兼任教員 月 5 
『明治大正史世相篇』 

の読解と発展 

伝承文学演習ⅣA・ⅣB 大楽 和正 火 6 
民俗研究の方法 

―比較研究法を修得する─ 

伝承文学演習ⅣA・ⅣB 服部 比呂美 金 3 
比較研究の方法を学ぶ  

―「諸国風俗問状答」から 



科目名 担当者 曜日 時限 テーマ 

言語学演習Ⅰ・Ⅱ 中野 真樹 月 3 
福祉言語学と情報保障 

についての研究 

言語学演習Ⅰ・Ⅱ 新任兼任講師 金 3 都道府県別・方言研究 

書道演習Ⅰ・Ⅱ 橋本 貴朗 月 4 
仮名書道 

―散らし書きの表現を学ぶ― 

表現文化演習Ⅰ・Ⅱ 新任兼任講師 木 4 
小説表現の方法を学び、 

文章作品を創る。 

日本語教育学演習ⅠA・ⅠB 植松 容子 木 2 文法からみる日本語教育教材 

日本語教育学演習ⅡA・ⅡB 植松 容子 火 5 
日本語学習者の誤用から 

日本語を考える 

 

・曜日・時限は現時点での予定であるため、変更になる場合がある。 

・★印は、担当教員の卒業論文履修者(４年生)が登録することを原則とする。 

・再履修は、３月中旬の２次募集において受け付ける。 

なお、演習ⅠA・ⅠBの再履修は、演習ⅠA・ⅠBを登録すること。 

 



令和８年度開講【日本文学演習Ⅱ・Ⅲ】 
★印は、担当教員の卒業論文履修者(４年生)が登録することを原則とする。 

科目名 担当者 曜日 時限 

上 

代 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
谷口 雅博 火 3 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
上野 誠 火 3 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
土佐 秀里 火 6 

中 

古 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
太田 敦子 月 2 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
津島 知明 月 3 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
塚原 明弘 木 6 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
竹内 正彦 金 6 

中 

世 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
荒木 優也 火 4 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
荒木 優也 金 3 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
野中 哲照 ★ 火 4 

近

世 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
岩崎 雅彦 火 6 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
中村 正明 火 3 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
藤川 雅恵 金 4 

近 

 
現 
 

代 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
中村 正明 木 6 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
石川 則夫 ★ 金 3 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
安西 晋二 木 5 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
安西 晋二 ★ 木 6 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
鬼頭 七美 月 2 

日本文学演習ⅡA・ⅡB 

日本文学演習ⅢA・ⅢB 
岡崎 直也 月 4 



 

【上代文学】 

 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】火曜 

【時限】３限 

【教員名】谷口雅博 

【テーマ】上代の神話・説話を読む 

（演習内容） 

『古事記』（中・下巻）、「風土記」等に記載された神話・説話を対象とし、学生の発表

を中心に据えて授業を行う。本文の的確な読みを検討した上で、古代的な論理・信仰・習俗

などの背景について考えつつ、新たな読みを模索していく。 

上代の文献には本文・訓読に問題のある箇所が多く、また解釈も定まっていない話が多

い。まずは本文批判を徹底し、その上で各神話・説話の検討を行う必要がある。従って、本

文などを確定する一回目と、内容を検討する二回目とに分けて発表を義務付けることにな

る。 

（評価方法）発表資料・発表内容・質疑応答 50％  学年末リポート 50％ 

 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】火曜 

【時限】３限 

【教員名】上野 誠 

【テーマ】『万葉集』の風土論的研究、及び文化論的研究 

（演習内容） 

『万葉集』の歌々の表現が、風土とどのように結びついているのか、結びついていないの

か、具体的に考えてゆきます。明日香とはどんなところなのか、平城京は都としてどのよう

に表現されているのか、吉野の離宮はどういう構造を持っていたのか。そういった諸問題を具

体的に考えてゆきます。いわば万葉小旅行のようなかたちをとりながら、風土と文学の関係を

考える授業となるはずです。歴史学、考古学、民俗学などの知識を動員して考察を進めてゆ

きます。本年度は、巻 14～20 を中心にします。卒業論文を提出する人は、必ずこの演習を履

修するようにしてください。履修しない人は、指導できません。 

（評価方法）授業での取り組みを重視し、平常点で評価します。100％平常点。 

 

 

 



 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】火曜 

【時限】６限 

【教員名】土佐 秀里 

【テーマ】万葉集の物語性と歴史性 

（演習内容） 

この演習は『万葉集』を研究するものですが、日本文学演習Ⅰの古典分野（上代・中古・

中世・近世）を履修していることが前提になっています。また編入生の場合は、短大等で万

葉集または上代文学に関する演習・講義を履修していることを必須とします。毎年途中で脱

落する編入生が多いので、この点は特に注意してください。この演習Ⅱは、日本文学科の３

年生として当然備えているべき文学史的知識と古典文法の知識が、十分に備わっていること

を前提に開講しています。その前提が欠けている人は、まずは「演習Ⅰ」を履修してから、

この演習Ⅱに進んでいただきたいと思います。 

この演習の大きなテーマは、①万葉集の歌を、物語を読むようにして読む、②万葉集の歌

の歴史的背景を考えて読む、というものですが、演習発表そのものは、それぞれの発表者が

個別に具体的なテーマを設定し、それに見合った具体的な作品を精読してゆくことになりま

す。個別のテーマ設定と作品選択についてはいくらでもアドバイスしますが、「作品を読

む」という要素がないものは発表として認められません。また、その読み方が既存の注釈書

等に頼っただけの「浅い」ものであれば、評価はできません。最初の授業でこの演習の方針 

を示しますので、その趣旨を十分に理解して発表を行ってください。 

（評価方法） 

①最初の授業に出席し、演習の趣旨を理解していること。②日本文学科３年として持って

いなくてはならない文法知識や文学史知識が備わっていること。③概説や理論ではなく、具

体的な作品を考察の対象とし、その分析を行っていること。④発表資料の密度と分量が一定

以上であること。内容のない水増しはマイナス評価となる。⑤他人の受け売りではない、自

分なりの着眼点や考え方が示されていること。⑥質疑応答に対し、その場で考え、答えるこ

と。⑦「文学」であることの意味と、その面白さについて十分に考えていること。以上の七

項目の観点から、発表資料・発表内容・質疑応答を総合的に評価する。 

 

 

 

 

 



 

【中古文学】 

 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】月曜 

【時限】2 限 

【教員名】太田 敦子 

【テーマ】『源氏物語』「桐壺」巻を読む 

（演習内容） 

『源氏物語』「桐壺」巻の輪読を行う。発表者は担当する場面の諸注釈整理および研究を発表

し、教員を交えた質疑応答に臨む。担当する場面の問題点を見つけ、問題を解決していくこと

を通して、『源氏物語』への理解を深めていくことを目指す。 

（評価方法）口頭発表（60％）、口頭発表に基づくレポート（20％）、 

授業への参加態度（20％） 

  

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】月曜 

【時限】３限 

【教員名】津島 知明 

【テーマ】『枕草子』を読み味わう 

（演習内容） 

『枕草子』の様々な章段を読みながら、その魅力を味わっていきます。担当範囲を割り当

て、調べてきた結果を口頭発表してもらいます。質疑応答を経て、さらに各自で問題点を深

めてもらいます。 

（評価方法）平常点 100％。発表内容およびコメントの提出状況で評価します。 

 



【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】木曜 

【時限】６限 

【教員名】塚原 明弘 

【テーマ】『源氏物語』「初音」巻・「胡蝶」巻を読む 

（演習内容） 

受講者の発表と質疑、教員の講評により、『源氏物語』を読み進めていく。 

今年は、「初音」巻、光源氏が玉鬘を訪ねるくだりから進める。１人、年２回程度の発表を課す

予定。求める内容は、音読・現代語訳・諸注による解釈の問題点・研究鑑賞。物語を味わい、楽し

むことを出発点にして、問題意識を育て、作品研究の基礎を身につけるとともに、自分を見つめ、

世界を考える力を涵養する。 

（評価方法）出席 30%・発表 35%・年末のレポート 35%による。 

年末のレポートは、発表で扱った内容を発展させてまとめるのが理想。 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】金曜 

【時限】６限 

【教員名】竹内 正彦 

【テーマ】『源氏物語』「葵」巻を読む 

（演習内容） 

『源氏物語』「葵」巻を対象として輪読を行う。発表担当者が担当範囲について、諸本の

異同、諸注釈、現代語訳、調査・研究といった項目にわたって資料を使いながら発表し、そ

の後、受講者相互の討議を行うことによって、『源氏物語』を読み深めるとともにその研究

方法を学んでいく。口頭発表は各学期にそれぞれ１回を予定。各学期末にはレポートを課

す。『源氏物語』は、調べれば調べるほど、奥深い世界を見せてくれる。受講生の積極的な

取り組みが期待される。 

（評価方法）発表資料・発表内容６０％ レポート２０％ 授業への取り組み状況２０％ 



 

【中世文学】 

 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】火曜 

【時限】４限 

【教員名】荒木 優也 

【テーマ】『百人一首』を古注釈で読む 

（演習内容） 

『百人一首』は、藤原定家の撰とされてきたが、昨今の研究においては否定されている。

ただし、定家撰でなくとも日本文化に及ぼした影響が大きいことに変わりはない。 

履修者は、前期・後期にそれぞれ指定される和歌を必ず担当し、古注釈の比較検討、歌語

の解釈、考察を行う。そして、前期・後期の学期末にそれら発表をまとめ直したレポートを

提出することを義務とする。これらによって、古典和歌の理解、研究方法の獲得をめざす。 

教科書は、有吉保 全訳注『百人一首』（講談社学術文庫）を用いる予定である。 

なお、卒業論文で和歌を取り扱う者には、履修することを強く望む。 

（評価方法）発表資料・内容： 50％ 授業参加(質疑応答)：20％ 学期末レポート： 30％ 

 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】金曜 

【時限】３限 

【教員名】荒木 優也 

【テーマ】『古今和歌集』を読む 

（演習内容） 

平安時代前期に成立した『古今和歌集』は、勅撰和歌集の嚆矢であり、以後の日本文化

の規範の一つを作り上げた歌集である。本演習では、小野小町・在原業平・僧正遍昭ら六

歌仙、紀貫之・紀友則ら『古今集』撰者の和歌を中心に取り上げ、『万葉集』の歌などの

先行する表現も視野に入れつつ、考察を進める。また、中世枠の演習であることから『新

古今集』などの後世の和歌との関係についても考えていく。 

履修者は、前期・後期にそれぞれ指定される和歌の発表を必ず担当し、『新編国歌大

観』を用いながら歌語の解釈、歌の考察を行う。そして、前期・後期の学期末に、それら

発表をまとめ直したレポートを提出することを義務とする。これらによって、古典和歌の

理解、研究方法の獲得をめざす。 

教科書は、小町谷照彦 訳注『古今和歌集』(ちくま学芸文庫) を用いる。 

なお、卒業論文で和歌を取り扱う者には、履修することを強く望む。 

（評価方法）発表資料・内容： 50％ 授業参加(質疑応答)：20％ 学期末レポート： 30％ 

 



 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】火曜 

【時限】４限 

【教員名】野中 哲照 

【テーマ】中世散文の研究 ★ 

（演習内容） 

中世散文の領域で、学生各自がテーマを持ち、それについて調べ、深く読みこみ、研究

発表を行います。説話の人、軍記の人、日記・紀行の人、随筆の人など。作品ではなく、

古典世界の文化論、時代社会論でも構いません。あるいは私の授業で学んだV字型構想

（緊張と弛緩）、串だんご理論（展開と場面）、カメラの〈寄り〉〈引き〉といった物語

分析の理論を使って自分の好きな作品について研究したいと思う人は、古典文学から逸脱

しても構いません。 

ここでの発表に、決まった「型」も「流儀」もありません。いわゆる〝学術的な方法〟

にこだわらず、説得力だけをめざして研究発表してみてください。この授業で目指すの

は、学生の主体性と問題解決能力の獲得です。そのために、押し付けられたものではな

く、自分の問題意識に沿って何かを深めてみましょう。 

※今年度は新４年生向けの開講とします。新３年生は、卒論ゼミのほうで、できるだけ受け入れます。 

（評価方法）平常点（出席点、授業時のリポートや研究発表） 定期試験は行わない。 

 



 

【近世文学】 

 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】火曜 

【時限】6 限 

【教員名】岩崎 雅彦 

【テーマ】浄瑠璃の研究 

（演習内容） 

浄瑠璃の作品『酒呑童子出生記（しゅてんどうじしゅっしょうき）』を扱う。浄瑠璃は近

世に新しく生まれた語り物で、三味線の演奏とともに語られた。『酒呑童子出生記』は、室町

時代の御伽草子『大江山絵巻』『酒吞童子』などをもとに、新たに創作を加えて作られた作品

である。授業は個人発表の形で、本文の注釈と現代語訳および考察を行う。 

（評価方法）各回の発表の内容、および期末リポートで評価する。 

欠席は原則として認めない。 

 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】火曜 

【時限】3 限 

【教員名】中村 正明 

【テーマ】洒落本を読み解く ―江戸の遊廓文化と文学― 

（演習内容） 

洒落本は、江戸時代中期から後期にかけて刊行された江戸戯作の一ジャンルで、遊里・遊廓を

中心とした世相風俗を描く、通人性に満ちた読み物である。その当世風俗・文化への「うがち」

はきわめて写実的かつ滑稽で、江戸独自の遊廓文化と江戸の人々をいきいきと描き出すものであ

る。 

本演習は、そうした江戸の時代層を正しく読解するとともに、近世的文学表現を把握・考察す

るものである。そのことが洒落本の理解のみならず、深く江戸文学理解へと結びつくことになろ

う。会話体洒落本の先駆けである田舎老人多田爺作『遊子方言』（明和七年刊）ほか、代表的な

洒落本作品を数作品読んでいく。 

近世文学で卒業論文を執筆する学生、執筆しようと考えている学生は、特に本演習を履修す

るようにして下さい。 

（評価方法）演習発表 60％、授業参加（質疑応答）30％、レポート 10％。 



 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】金曜 

【時限】4 限 

【教員名】藤川 雅恵 

【テーマ】江戸時代の怪談集を読む 

（演習内容） 

この授業では、近世怪異小説研究への入門として、『諸国因果物語』を精読します。各自の

担当箇所について、本文の吟味や注釈と現代語訳を行い、その中で特に興味を持った事項につい

て、発展的な調査をしたことを発表してもらいます。発表の内容をもとに、質疑応答を行い

ますが、教員からの質問や問題提起もありますので、発表者のみならず、それ以外の皆さん

にも回答してもらいます。これらの作業によって、一話の構造や主題などを導き出すことをこ

の授業の第一の目標とします。 

この作品には、中国の怪談をもとにした話、実在の人物の登場、実際に起こった事件、各

地の名所の紹介など、怪異以外の要素もたくさん含まれています。これらを調査すること

で、江戸時代の文化の様相についての新たな知見を得て楽しんでもらうことも、この授業のもう

一つの目標です。 

（評価方法）発表（60%）、通常の授業での問題提起に対する回答と他の発表者の発表 

内容の理解度（20%）、平常点（20%）を併せて、総合的に評価します。 



 

【近現代文学】 

 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】木曜 

【時限】6 限 

【教員名】中村 正明 

【テーマ】明治初期文学を読み解く―毒婦小説『鳥追阿松海上新話
とりおひおまつかいじやうしんわ

』― 

（演習内容） 

本演習で扱う明治初期文学というのは、明治初年代から十年代を指す。近世から近代文学へ

の移行期に当たるこの時期の文学は、政治の鳴動と社会・文化・思想の劇的変化を直接的に反

映するものが多い。 

本演習では、明治初期のピカレスクロマンの先駆けともいうべき、久保田彦作『鳥追阿松海

上新話』（明治十一年刊）を読む。本作は新聞記事をもとに文芸化された作品で、実在した鳥

追お松という女性が、美貌を武器にして次々と男性を騙して逮捕された事件を題材にした実録

的毒婦小説である。そこに見られる明治開化期の人間像や新時代の文化風俗が、文学作品とし

てどう描出されているか、丹念に拾い出して読解することを主眼とする。現代の犯罪ルポルタ

ージュやピカレスクロマン（悪漢小説）に興味のある学生は、その淵源をここに探ることも可

能であろう。 

明治初期文学で卒業論文を執筆する学生、執筆しようと考えている学生は、特に本演習を履

修するようにして下さい。 

（評価方法）演習発表 60％、授業参加（質疑応答）30％、レポート 10％。 

 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】金曜 

【時限】3 限 

【教員名】石川 則夫 

【テーマ】近現代文学専攻者の卒論作成に向けての演習 ★ 

（演習内容） 

 石川則夫を指導教員とする卒業論文履修者（４年生）を対象とする。 

A 前期は、各自の先行研究史の紹介と批判検討を発表して、質疑応答を行う。 

B 後期は、各自の卒業論文の本論の途中経過報告を発表し、質疑応答を行う。 

（評価方法）A・B それぞれ、個人発表３０％、質疑応答２０％、レポート５０％。  

卒業論文の評価はこの演習とは別である。 

演習としてのレポートは、A 前期は先行研究史 としてまとめる。 B 後期は、３年生から

取り組んできた卒業論文の作成過程を振り返り、今後の課題点をまとめる。 

 



【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】木曜 

【時限】５限 

【教員名】安西 晋二 

【テーマ】戦後以降の現代小説を読む 

（演習内容） 

1945年以降（昭和後期）の文学作品を読解し、その特徴と研究方法を学ぶ授業となる。

多様化していく時代状況のなかで、文学作品がどのようにしてそれを背景としながら描か

れているかを検討したい。本演習では、1945年前後～1970年代の短篇小説を対象とする。

前期は、石川淳「焼跡のイエス」、梅崎春生「蜆」、三島由紀夫「卵」、安部公房

「棒」、大江健三郎「奇妙な仕事」を、後期は、倉橋由美子「パルタイ」、有吉佐和子

「亀遊の死」、佐多稲子「水」、金井美恵子「兎」、林京子「ギヤマン ビードロ」を取

り上げる予定である（履修者の状況等により変更の可能性もある）。 

作品ごとにグループを作り、発表に臨んでもらう。発表は、１週目に先行研究の整理・

批評および注釈（ことばや時代背景への理解）、２週目に作品自体に対するグループの見

解という展開で実施する。そのうえで、それぞれの発表内容に対し質疑応答を行う。 

（評価方法）前期・後期ともに、個人発表のほか、その発表内容（質疑応答含む）を 

ふまえたレポートを作成し、提出してもらう。 

口頭発表・質疑応答等70％、レポート30％ 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】木曜 

【時限】6 限 

【教員名】安西 晋二 

【テーマ】近現代文学の作品研究 ★ 

（演習内容） 

安西晋二を指導教員とする卒業論文履修者（４年生）を対象とする。 

前期は、各自の卒業論文対象作品の先行研究について整理し、それについての批評を発表

する。後期は、卒業論文本論に当たる、対象作品の研究発表を行う。卒業論文の途中経過報

告という形になるだろうが、自身がどういう見解を論述するのか、他者にそれが伝えられる

ように準備をしておくこと。 

（評価方法）前期・後期ともに、個人発表のほか、その発表内容（質疑応答含む）を 

ふまえたレポートを作成し、提出してもらう。 

口頭発表・質疑応答等70％、レポート30％ 



【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】月曜 

【時限】２限 

【教員名】鬼頭 七美 

【テーマ】新聞小説を読む 

（演習内容） 

明治から大正にかけての新聞小説でかつベストセラーとなった長編小説をいくつか取り上

げて精読する。明治期の菊池幽芳『乳姉妹』は当時の家庭小説として人気を博し、連載終了

後には舞台化もされ、人口に膾炙した。大正期の菊池寛『真珠夫人』もまた本格的な通俗小

説として一世風靡し、舞台化に加え映画化も実現した。本授業では、まず菊池寛『真珠夫

人』を取り上げ、遡る形で菊池幽芳『乳姉妹』作品を読み解き、毎日連載される新聞小説に

とって読者を惹きつけるために必要な要素とはどのようなものであったのかを探る。長編小

説を複数の受講者が分割して分担し、それぞれのパートを読解し発表を行ってもらう予定で

ある。 

（評価方法）演習発表、出席、授業中の発言（回数、内容など）、 

期末レポートなどにより、総合的に判断する。 

【科目名】日本文学演習ⅡA・ⅡB 日本文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】月曜 

【時限】４限 

【教員名】岡崎 直也 

【テーマ】堀 辰雄の文学 

（演習内容） 

堀辰雄は、非人称の客観的視点で各作中人物の深層心理を明晰に分析する「聖家族」で主語な

し日本語構文の特徴を生かし、固定するはずの視点を〈婉曲表現〉の多用で各作中人物の傍らに

寄り添わせつつ経験の切実さを掬い上げた。 

しかし堀は、叙述による小説の全知的な統御への不信から『美しい村』『風立ちぬ』におい

て、小説を書く行為自体を一人称で小説に書く、いわゆる〈小説の小説〉の試みを繰り返す。主

人公〈私〉の生が、同一人物である小説家〈私〉によって表現され、また逆に、その小説家

〈私〉の創作行為が同一人物である主人公〈私〉によって生きられる、といった互いを問い直す

円環を仕組み、小説家が向き合う現実と、それから創りあげようとする世界との相剋を丹念に追

究したのであった。 

その後、多人物が交渉する〈ロマン〉を書くべく堀は「菜穂子」で非人称の客観的視点を再び

採用するが、心理分析を排し、場面ごとに異なる作中人物に寄り添った心理や無意識の描写と、

汎神論的な自然描写とによって、叙述の全知的な統御を慎重に避ける。モダニズム文学の推進者

であった堀は、一方で古人の生活に学びながら王朝小説を書きつぎ、自然描写と照応する身体感

覚によって〈生〉を実感する「曠野」を執筆した。主人公の女の心理は、叙述による断定とそこ

から幽かに逸れる内心の吐露とのあいだを揺らぐままに提示されている。 

作品ごとに発表グループを作り、本文批評・注釈・研究史・鑑賞などの整理をもとに順次発表

させ、提起された問題点について教員・学生相互の活発な質疑応答を図りたい。 

（評価方法）平常点 60％〔発表・授業時小レポート・質疑応答〕、単位レポート 40％ 



 

令和８年度開講【日本語学演習Ⅱ・Ⅲ】 

 

科目名 担当者 曜日 時限 

日本語学演習ⅡA・ⅡB 仁科 明 月 5 

日本語学演習ⅡA・ⅡB 小田 勝 月 6 

日本語学演習ⅢA・ⅢB 吉田 永弘 木 6 

日本語学演習ⅢA・ⅢB 諸星 美智直 木 3 

日本語学演習ⅢA・ⅢB 三井 はるみ 火 6 



 

【日本語学演習Ⅱ】 

 

【科目名】日本語学演習ⅡA・ⅡB 
【曜日】月曜 

【時限】5 限 

【教員名】仁科 明 

【テーマ】中古日本語の研究 

（演習内容） 

 ことば（語彙や語法）に注目しながら、中古（八代集）の和歌を読んでいく。注釈類を参

考にしつつ、そこで用いられていることばが、古代の和歌や散文作品においてどのように用

いられていたのか、各種索引類も利用しつつ確認し、理解を深め、解釈を確定していきた

い。 

 毎回、発表者と司会者（発表へのコメント担当）を決めて、両者を中心に、参加者の意見

も求めながら議論し、読み進めていく予定（分担は各学期のはじめに決定する）。研究上の

問題を発見する機会ともしたい。発表資料は発表の前週までに配布することとするので、担

当者・司会者以外の参加者も目を通して、発言ができるようにしておいてほしい。 

（評価方法）授業への参加（発表・質疑など）・50％、レポート 50％。 

 

【科目名】日本語学演習ⅡA・ⅡB 
【曜日】月曜 

【時限】6 限 

【教員名】小田 勝 

【テーマ】古典文法の研究、古典文解釈法の研究 

（演習内容） 

『源氏物語』(今年度は少女巻)を正確に読解する。本文について、機能語（助詞・助動詞）

の役割、各語句の係り受け、構文、敬語等について明示的な説明を与えた上で、その結果と

しての完全な直訳を作成する。明確に説明できない箇所（そのような箇所は相当多い）は問

題点であるから、索引を用いて類例を集めたり、諸注・先行諸説にあたったりして、充分調

査・研究すること。受講者が一定の範囲を分担し、その発表に基づいて演習を行う。発表者

のほか、指定したコメンテーターを置く。発表の前週までに資料を配付するので、受講者全

員が資料を検討して授業に臨んでもらいたい。 

（評価方法）発表５０％、リポート５０％ 

 



 

【日本語学演習Ⅲ】 

 

【科目名】日本語学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】木曜 

【時限】6 限 

【教員名】吉田 永弘 

【テーマ】中世日本語の研究 

（演習内容） 

キリシタン資料の『天草版平家物語』をとりあげて、中世末期の日本語を学習する。はじめ

に担当教員が演習の方法を解説した後、各自担当箇所の調査・報告を行う。発表を経て、問

題点をさらに追究し、リポートにまとめる。 

以上の作業を通して、中世日本語が古代語から近代語への流れの中にあることを理解しな

がら、日本語の史的研究の方法を身につける。あわせて、発表する力・レポートを作成す 

る力を養う。 

（評価方法）発表 50％、リポート 50％。 

 

【科目名】日本語学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】木曜 

【時限】3 限 

【教員名】諸星 美智直 

【テーマ】ⅢＡビジネス言語学（文書・会話の語彙・語法）とⅢＢ近代敬語の研究 

（演習内容） 

少子化とグローバル化により異文化共生の時代となりつつある現代社会で生き抜くために

は、教職に関しては国語教育と日本語教育の両方に対応できる人材、企業については国際交流を

視野に入れた経済活動に役立つ言語能力を習得することが就職力を強めることになる。そこ

で、ⅢＡ［前期］は、現代のビジネス文書及び経済小説・企業ホームページを資料として、ビジ

ネス敬語・語法・語彙を中心に①通時的、②共時的、③対照言語学的、④ポライトネスなどの方法

によって、例えば「～いただけますようお願い申し上げます」のような揺れ動くビジネス敬語

の実態を解明する。ⅢＢ［後期］は近代日本語（近世～現代）の研究テーマの概要を述べた

後、近代の小説・速記録・日本語教科書等を資料として、近代敬語の変遷を分析する。日本文学

科の就職先としてサービス・卸・小売りが多く、また就活支援に力を入れている金融・製造・公務

員等の進路に益することを考慮して、敬語研究を重視するとともに実践的な業界・企業研究を兼ね

た就活に強い「ビジネス言語学」の構築を目指している。これは同時に日本語教育学における学

習者の主要なニーズでもある。前・後期とも、講座担当者による解題と先行研究の紹介のあと

は、受講者による研究発表の形式で進めて行くので、活発な質疑応答の場となるよう望む。な

お、随時、日本語学・日本語教育学の関連学会の情報を紹介する。卒業論文の履修者には履修

を勧める。 

（評価方法）発表・質疑（２０％）・単位レポート（８０％）による。 



 

【科目名】日本語学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】火曜 

【時限】6 限 

【教員名】三井 はるみ 

【テーマ】社会言語学文献講読と調査研究 

（演習内容） 

新語・新用法、ことばのジェンダー差、ことばの「誤用」、ネーミングなど、身の回りのこ

とばをめぐるトピックは、興味深い話題として人々の関心を引きつける。一方で、そのよう

な目に付く現象を、言語的、社会的背景の中で理解し、読み解くためには、一定の手順によ

るデータの収集とその分析が必要となってくる。本授業では、主として社会言語学的なテーマ

について、研究対象の設定、先行研究の探索、資料、データ収集法、分析法など、言語研究

に必要な方法論を学ぶ。前期は論文講読。指定した研究論文を受講者各自が担当し、報 

告・討論を行う。後期は小研究発表。各自がテーマを定めて小調査を行い、発表する。 

（評価方法）発表内容とレポートによって評価する。 

発表は前後期各１回担当し、それぞれについてレポートを提出する。 



 

令和８年度開講【伝承文学演習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ】 
 

 

科目名 担当者 曜日 時限 

伝承文学演習ⅡA・ⅡB 内藤 久義 月 4 

伝承文学演習ⅡA・ⅡB 伊藤 新之輔 火 3 

伝承文学演習ⅡA・ⅡB 八木橋 伸浩 水 2 

伝承文学演習ⅢA・ⅢB 大石 泰夫 水 2 

伝承文学演習ⅢA・ⅢB 高久 舞 水 2 

伝承文学演習ⅢA・ⅢB 松尾 恒一 木 5 

伝承文学演習ⅢA・ⅢB 鈴木 明子 金 6 

伝承文学演習ⅣA・ⅣB 新任兼任講師 月 5 

伝承文学演習ⅣA・ⅣB 大楽 和正 火 6 

伝承文学演習ⅣA・ⅣB 服部 比呂美 金 3 



 

【伝承文学演習Ⅱ】 

 

【科目名】伝承文学演習ⅡA・ⅡB 
【曜日】月曜 

【時限】４限 

【教員名】内藤 久義 

【テーマ】境界の民俗学 

（演習内容） 

境界とは自己と他者を弁別するだけではなく、民俗学においては共同体と排除、民族と越

境、ジェンダーとマイノリティなど、現代に続く多様な事象をはらんで敷設されている。本

授業では、音楽・映画・アニメなどに表象される民俗学的要素なども検討材料とし、民俗学

における境界性を探求してゆくが、教員だけの講義ではなく、授業履修者によるディスカッ

ションや授業内での応答や課題発表を重要視する。 

（評価方法）学期末レポート 70％、リアクションペーパー15％、授業での応答15％ 

 

【科目名】伝承文学演習ⅡA・ⅡB 
【曜日】火曜 

【時限】３限 

【教員名】伊藤 新之輔 

【テーマ】民俗分布図を考える・つくる 

（演習内容） 

本演習では、民俗分布図や日本列島の文化領域論について学び、受講者自身の研究テーマ

において、どのような地域性や地域差が描けるのかを分布図の作製を通して考える。 

・前期前半は、民俗分布図を用いた論文を講読し、その有効性と課題を確認する。 

そして、分布図を作製するための資料集積や整理の方法を実践的に学ぶ。並行して図書館 

やＮＤＬデジタルコレクションで事例を集めてデータベースをつくり、経過を報告する。 

・後期は引き続きデータベース化を進めながら、分布図作製に取り組む。各自、分布図を 

作製し、伝承の地域性や地域差について発表する。最後にレポートを執筆し、提出する。 

資料集積や整理の方法、分布図のつくり方は、理解して実践できるようになるまで繰り返

し教示する。疑問点は教員や他の受講者とのコミュニケーションのなかで解決できるように

努めるので、安心して受講して欲しい。 

全国分布を明らかにするのが理想であるが、一年という短期間のため、地域を限定した事

例収集も可とする。比較研究の方法と有効性を学び、卒業論文の深化につなげたい。 

（評価方法）前期：平常点100％ 後期：平常点50％、レポート50％ 

※前期は１回以上の経過報告、後期は１回以上の発表を行うこと 

※データベース・分布図の質や量、オリジナリティも評価する 



 

【科目名】伝承文学演習ⅡA・ⅡB 
【曜日】水曜 

【時限】２限 

【教員名】八木橋 伸浩 

【テーマ】現在学としての民俗学の実践的演習 

（演習内容） 

ことば・行為・感覚・形象によって超世代的に伝達・継承されてきた様々な民間伝承を素

材に、日本の民俗文化の本質を把握し理解するため、受講生は各自の問題意識に沿って自ら

が設定した研究テーマについて資料収集・調査研究を行ない、その分析内容や結果について

発表・討議を行なう。単に事典類や概説書などによる概要説明では本演習の要件は満たさな

い。原則として前期は文献調査を中心とした発表を行ない、後期はフィールド調査を踏まえ

た分析を加味して研究を深化させていく。研究テーマは限定しないので、自身が関心を持つ

素材をとおして民俗研究の方法を実践的に学びながら、現在学としての可能性に迫っていっ

てほしい。卒業論文の作成と関わらせての受講も大いに歓迎する。 

※近年、受講生が研究テーマとした素材の例：人身御供、聖地巡礼、妖怪、鬼、オシラ様、

狼、稲荷、博多祇園山笠、剣舞、イタコ、ユタ、能、コトヨウカ、盆、ダルマ供養、語り

部、時間、闇、異類婚姻譚、おわら風の盆、七夕、太鼓、神輿、山車、獅子舞、富士塚、

橋、鳶、神酒口、握り飯、仙台四郎、シーサー、偽汽車、猫の踊り場、異界駅、新作落語、

将門伝説、疫病除け、安産祈願、捨子、幼児双方、巨人伝説、手長足長……etc. 

（評価方法）前期・後期の各発表内容（75％）、質疑応答など授業への参加度（15％）、 

出席点（10％）を総合的に判断し、平常点で評価を行なう。 

特に発表をめぐる討議へ積極的に参加しているか否かを重視する。 



 

【伝承文学演習Ⅲ】 

 

【科目名】伝承文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】水曜 

【時限】2 限 

【教員名】大石 泰夫 

【テーマ】祭礼と芸能及びそれに関わる多様な民俗を考える 

（演習内容） 

大きなテーマは祭礼と芸能だが、それを支える組織、作り物、食べ物などいろいろな要素

が伝承され、祭礼と芸能に関わる歴史や伝承も伝わり、いろいろな民俗を学ぶことができる

のが祭と芸能である。 

まず、受講者が調べたい、考えてみたい祭礼か芸能を担当教員の面談を経て決定する。そ

れについて「どうして興味を持ったのか、何を調べて、何を明らかにしたいのか」を発表

し、他の受講生と共に意見交換して、どのように調べるのかを決定していく。その後、可能

であれば 2 回の口頭発表を行い、最終的にレポートをまとめる。 

民俗調査は先行報告・論文の文献調査をまとめることと、それに基づいたフィールド 

ワークによって行われる。ぜひ、フィールドワークの楽しさを知ってもらいたい。 

（評価方法） 

口頭発表とそれに用いる資料、フィールドワークの内容、レポートによって総合的に評価

する。また、授業に出席し、他の受講者の発表に積極的に発言することも授業に取り組み姿

勢として評価する。 

 

 

【科目名】伝承文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】水曜 

【時限】2 限 

【教員名】高久 舞 

【テーマ】民俗芸能研究の方法の習得と民俗芸能の現代的課題を考える 

（演習内容） 

本演習では民俗芸能研究の方法を学び、その学びを通して民俗芸能の現代的課題について

考える。 

受講生は具体的な民俗芸能を一つ選び、1 年を通してその民俗芸能を調査研究する。対象

とする民俗芸能は、現在伝承されているものを原則とする。 

前期では、対象とする民俗芸能の何を問題として、何を明らかにしたいのかを考えるた

め、先行論文を講読し発表を行う。 

後期では、対象とする民俗芸能に沿った研究方法（他地域との比較、歴史的変遷など）を

見つけ、発表する。なお、後期にはこれまで研究してきたことを踏まえ、現在の民俗芸能の

課題についてグループディスカッションを行う。 

発表・討議を通して、現在の民俗芸能について多角的なアプローチから考えていきたい。 



（評価方法） 

前期：発表内容および発表を元にしたレポート（レジュメ作成、学期末レポート）60％ 

授業への取り組み（質疑応答、討議への参加姿勢）40％ 

後期：発表内容およびレポート（問題設定、発表の構成、発表態度、レポートなど）40％ 

授業への取り組み（質疑応答、討議への参加姿勢）20％ 

グループディスカッションへの取り組み（議論の姿勢）20％ 

グループ発表（発表の構成、発表態度など）20％ 

 

 

【科目名】伝承文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】木曜 

【時限】５限 

【教員名】松尾 恒一 

【テーマ】祭礼・芸能文化、年中行事、民間信仰・民俗宗教の調査と研究法 

（演習内容） 

わが国の祭礼・芸能文化、家や町村の年中行事、及び、これらと関連の深い民俗宗教、信仰を

考究するための調査法を学ぶ。 

前者については、夏の祭礼の典型ともなった京都祇園祭、御霊信仰を出発点として、各地の都

市祭礼を扱い、祭りと風流、熱狂、暴力といった側面について考える。あわせて、念仏踊り・風

流踊りから、かぶき踊り・盆踊りへの分化と諸地域の民俗事例について考察する。 

後者については、イタコ・山伏・民間陰陽師、琉球地域の女性宗教者（ノロやユタ）等、民間

の宗教・芸能と、その担い手となった人々の生活や社会的な側面について考える。芸能や祭儀・

呪術の習得のための修行や、差別・被差別や、漂泊といった側面について注目してゆくことにな

る。関連の民俗として、民間に伝承される冬から春の間の諸地域の神楽についても注目するが、

古代における鎮魂呪術としての神楽をも考慮しつつ、地域によっては、病人祈祷や、狩猟におけ

る動物霊の鎮魂等の祭儀へと神楽が展開していったこと、その伝承を考えてゆきたい。 

前期は、主として先行研究について、論述の根拠となる資料や、調査の特質について考えてゆ

く。後期は、実際のフィールド調査に基づいての、現在の伝承の実態と特質を考察する。 

伝承を考える上で、 

・人（伝承者や伝承組織、生業や生活） 

・時間（行事や祭儀の内容、準備から終了までの進行） 

・空間（祭儀の空間・地域、自然環境） 

を文字や図解・画像・映像を用いて記録し、明らかにすることが基本となるが、そのほか、祭

礼・芸能に特有な、音楽や身体所作、仮面・装束、楽器等のモノ資料からの分析を学ぶ。さら

に、その歴史的変化、変容を解明し、理解するための文献・絵画資料を読み解くことも目標とす

る。 

（評価方法）口頭発表 70％(事前指導 20％+当日発表 50％)、またはフィールドワークレポート 

70％＋平常点(出席・授業時課題等)30％＋α（自主フィールドワークレポート等）により評価す

る。発表のためには、早め（最低でも３週間以上前から）の準備が望ましい。 

特に、後期の発表者は、夏季休暇中以降のフィールドワークに基づく報告と発表となる。自主

的なフィールドワークレポートにも期待し、評価に加える。 

なお、コロナウィルス等の流行のため on-line による授業となった場合には、on-lineと教室で

の授業等の内容と、割合を勘案して評価の方法を決定する。 



 

【科目名】伝承文学演習ⅢA・ⅢB 
【曜日】金曜 

【時限】６限 

【教員名】鈴木 明子 

【テーマ】絵図資料に見る芸能と伝承 

（演習内容） 

近世の絵図資料には、多くの芸能が描かれている。描かれた芸能の中には、現代の民俗芸

能や行事にその痕跡をとどめるものもある。 

前期は、絵図に描かれている芸能を一つ選択し、資料を集めて、芸能の特徴について考察

し、発表してもらう。後期は、前期で発表した絵図に見られる芸能が、民俗芸能や行事など

の中に痕跡をとどめている事例を渉猟し、発表してもらう。今年度も引き続き 

基礎的な絵図資料として『人倫訓蒙図彙』巻七「勧進餬部」を用いる予定である。 

（評価方法） 

理由なく三分の一以上欠席した場合は単位を認めない。 

前・後期ともに、最低各一回ずつの発表内容とディスカッションに取り組む姿勢で 

評価する。 

後期は、前期の発表内容をあわせて作成したレポートも踏まえての評価となる。 

 



 

【伝承文学演習Ⅳ】 

 

【科目名】伝承文学演習ⅣA・ⅣB 
【曜日】月曜 

【時限】５限 

【教員名】新任兼任講師 

【テーマ】『明治大正史世相篇』の読解と発展 

（演習内容） 

『明治大正史世相篇』は柳田國男の民俗学の重要文献の一つであり、明治・大正の世相史

を知るための資料として価値があるのみならず、今日の現在学としての民俗学を実践するう

えでの手がかりをも胚胎している。そこで、本演習では同書の精緻な読解と発展研究を受講

者に求める。前期授業では『明治大正史世相篇』の各章を受講者間で分担し、注釈を加えつ

つ内容を報告いただいたのち、他のテクストや時代状況との照合によって柳田の議論を精緻

かつ立体的に把捉することを目指す。後期授業では前期授業をふまえて各々が世相史的な問

いを立て、問いに基づく調査・分析をおこなった成果を報告してもらう。現在を生きる若者

の等身大の経験から、昭和・平成・令和の「世相篇」を試行してみてほしい。なお、前期・

後期ともに、口頭発表の成果はディスカッションおよび教員のコメントをふまえてレポート

として提出してもらう。また、発表に際しては次回発表者が司会者を務める。 

（評価方法） 

成績評価は①口頭発表・司会・議論への参加：40％、②期末レポート60％の割合で行う。 

 

 

【科目名】伝承文学演習ⅣA・ⅣB 
【曜日】火曜 

【時限】６限 

【教員名】大楽 和正 

【テーマ】民俗研究の方法―比較研究法を修得する─ 

（演習内容） 

庶民生活の歴史的展開を明らかにするうえで、それらを記録した文献資料は欠かせない。

本演習では、近世・近現代の文献記録を素材にして、民俗の比較研究の方法を修得すること

を目的とする。 

前期は『日本庶民生活資料集成』に収録された「諸国風俗問状答」や「菅江真澄遊覧記」

などを一次資料として、各自の関心にもとづいたテーマを設定し、研究発表と討議を行う。

後期は同様に「日本民俗地図」や「市町村史」などを使って比較研究を深める。民俗研究の

基本的な作業を経験することで、卒業論文作成の方法を学ぶことにもなる。 

（評価方法） 

平常点。発表内容・発表資料（80％）、積極的な質疑応答等の授業参加度（20％）を 

評価基準とし総合的に判断する。 

 

 



 

【科目名】伝承文学演習ⅣA・ⅣB 
【曜日】金曜 

【時限】3 限 

【教員名】服部 比呂美 

【テーマ】比較研究の方法を学ぶ ―「諸国風俗問状答」から 

（演習内容） 

・民俗学の比較研究法を学ぶ演習。 

・伝承資料を収集し、実態（事実）把握、分析（傾向をつかむ）、考察というプロセスを 

習得することを目的としている。 

・具体的な分析方法を学ぶことで、卒業論文を執筆する際に有効と考えている。 

・前期は、文化年間の「諸国風俗問状答」を教材として用いる。「諸国風俗問状答」から 

年中行事や人生儀礼など、受講者が扱う内容を決め、該当箇所を抽出して比較した結果 

を発表する。 

たとえば正月の「門松」であれば、秋田から熊本まで約20地域の門松のあり方から、 

用いられる樹種や供え物の違いなどを確認し、相違点を発表する。 

・後期は、受講生が関心のあるテーマについて「日本民俗地図」や「日本昔話通観」など 

の資料集から事例を収集し、オリジナルデータを作成する。これらを比較して、 

考察ポイントを明確化する。 

・後期の演習では、卒業論文に関する発表も可能である。 

・自ら「問い」を発見する喜びを知ってほしい。 

（評価方法）平常点（発表資料、発表内容で評価する。） 



 

令和８年度開講【専攻外演習科目】 

 

科目名 担当者 曜日 時限 

言語学演習Ⅰ・Ⅱ 中野 真樹 月 3 

言語学演習Ⅰ・Ⅱ 新任兼任教員 金 3 

書道演習Ⅰ・Ⅱ 橋本 貴朗 月 4 

表現文化演習Ⅰ・Ⅱ 新任兼任教員 木 4 

日本語教育学演習ⅠA・ⅠB 植松 容子 木 2 

日本語教育学演習ⅡA・ⅡB 植松 容子 火 5 



 

【科目名】言語学演習Ⅰ・Ⅱ 
【曜日】月曜 

【時限】3 限 

【教員名】中野 真樹 

【テーマ】福祉言語学と情報保障についての研究 

（演習内容） 

現在、書かれた日本語というと新聞や書籍の中でよく見る「漢字かなまじり文」のことを思い

浮かべることが多いのではないでしょうか。一方、「やさしい日本語」などそれまでの日本語の

ありかたとは異なる日本語の書き方もメディア等で着目されるようになってきています。じ

つは、いつの時代も日本語の表記は多様で重層的です。ここでは日本語使用環境をとりまく障害

について、文献や資料を通して考察していきます。Ⅰでは日本語点字について、文字や表記

法、読み書きの方法を学習し実際の点字資料を解読していきます。また福祉言語学の学びには

これまでの歴史的経緯や様々な言論の蓄積について知ることも必要です。そこで点字成立

の歴史を知るために近代点字資料を読解していきます。ⅡではⅠでの学びをもとに主に情報保障

（誰もが必要な形で情報を受け取り、発信すること）について文献や調査を通して学びます。

そして日本語表記にとどまらずさまざまな社会に遍在する「ことばと障害」について課題発見し

考察します。Ⅰ・Ⅱともに教員が解説を行った後に各自の興味関心に応じてテーマを設定し、

調査・発表を行います。 

（評価方法） 

毎時間の取り組み（毎回の課題への取り組み、発表、発表に対する質疑）50％  

レポート（テーマを各自で設定しそれについて調査・論述する）50％ 

 

【科目名】言語学演習Ⅰ・Ⅱ 
【曜日】金曜 

【時限】3 限 

【教員名】新任兼任講師 

【テーマ】都道府県別・方言研究 

（演習内容） 

都道府県単位で，各地方言の実態を調査し学ぶ。具体的には，都道府県単位で１人が１県の担

当となり，近代～現代にかけての当該地域の方言状況について，文献調査と音声調査を行い，調

査結果を資料にまとめて発表報告する。その内容について全員で検討・考察する。 

※具体的にどのような調査を行うかは，第１回目と第２回目の授業時に説明する。 

※後期「言語学演習Ⅱ」では，前期「言語学演習Ⅰ」では取り上げなかった都道府県を扱うこ

ととする。 

発表者は調査方法を修得し，レジュメのまとめ方，口頭発表と質疑応答のしかたをトレーニン

グする。発表担当でない者は討議者・コメンテイターとしての意見提出の作法や質疑応答のしか

たをトレーニングする。 

期末には，演習での発表と検討を経て発展させたテーマでレポートを作成する。 

（評価方法）発表50%，検討時の質疑応答状況20%，期末レポート30% 

 



 

【科目名】書道演習Ⅰ・Ⅱ 
【曜日】月曜 

【時限】４限 

【教員名】橋本 貴朗 

【テーマ】仮名書道―散らし書きの表現を学ぶ― 

（演習内容） 

散らし書きとは、行の長短・高低、また行間の広狭などを変えることによって、紙面に変

化と統一を与えようとする仮名書道独特の表現方法です。 

本演習では、古筆（古人の筆跡）の臨書を中心に、さまざまな散らし書きの表現を学び、

それらをもとに創作作品を制作します。 

創作作品に用いる料紙の装飾加工も、試みる予定です。 

＊書道用具必携 

＊書道Ⅰ・Ⅱを単位修得済であること 

＊上記以外の書道関連科目も積極的に履修している（する）ことが望ましい 

（評価方法）平常点。毎回の取り組み、作品・レポート等。 

 

【科目名】表現文化演習Ⅰ・Ⅱ 
【曜日】木曜 

【時限】４限 

【教員名】新任兼任講師 

【テーマ】小説表現の方法を学び、文章作品を創る。 

（演習内容） 

・作品の面白さとは何かを考える。 

・創作の実践的な方法を学ぶ。 

・小説の書き進め方を学び、実際に書く。 

（評価方法） 

・教場提出課題を評価：30％ 

・最終レポートを評価：70％ 

 

 

 

 

 



 

【科目名】日本語教育学演習ⅠA・ⅠB 
【曜日】木曜 

【時限】2 限 

【教員名】植松 容子 

【テーマ】文法からみる日本語教育教材 

（演習内容） 

本演習では、日本語教育における初級の文法項目について学習した上で、留学生向けの初級日

本語教科書の分析を行う。特定の文法項目を教えるための例文・文法説明・会話文・練習問題に

ついて、2種類（以上）の教科書を分析することを通して、初級段階においてどのように文法が

教えられているかを把握する。 

ⅠA（前期）：市川保子（2005）『初級日本語文法と教え方のポイント』（スリーエーネットワ

ーク）を中心に、初級の文法項目を確認する。はじめに教員から日本語教育における文法教育の

全体像を解説し、いくつかの文法項目を例に発表の方法や参考文献を提示する。その上で、受講

者に文法項目を割り当て、参考書の内容にもとづき補足情報を加えたレジュメを作成・発表して

もらう。 

ⅠB（後期）：前期の学修内容に基づき、日本語教科書の分析を行う。はじめに教員から日本語

教科書の種類、教科書分析の目的、分析の方法について講義を行う。その上で、基礎資料（『み

んなの日本語初級第2版』、『できる日本語初級第2版』）を対象に、前期に分析した文法項目が

実際にどのように扱われているかについて検討する。さらに、基礎資料以外に自身が興味を持っ

た教材（例：年少者向け、ビジネス向け、生活者向け等）を選定し、総合的な考察を行う。 

（評価方法）平常点60％（授業参加、発表資料、発表、質疑応答）、 

レポート40％にもとづき、総合的に評価する。 

 

【科目名】日本語教育学演習ⅡA・ⅡB 
【曜日】火曜 

【時限】５限 

【教員名】植松 容子 

【テーマ】日本語学習者の誤用から日本語を考える 

（演習内容） 

本演習は、日本語学習者の書きことば・話しことばの観察をとおして、日本語への理解を深

めることを目的とする。また、誤用の背景にある学習者の母語の影響・日本語教材からの影

響についても検討し、日本語学習者の誤用を多角的に捉える方法を学ぶ。 

ⅡA（前期）：森篤嗣・庵功雄（2012）『日本語教育文法のための多様なアプローチ』（ひ

つじ書房）を輪読し、日本語教育文法研究の方法論を学ぶ。 

ⅡB（後期）：各自が小テーマを設定して研究計画をたて、日本語学習者／日本語母語話者の

書きことば或いは話しことばについて調査を行い、レジュメを作成して発表する。調査資料

は、主に国立国語研究所が公開している中納言におさめられているコーパス（例：「現代日

本語書き言葉均衡コーパス」、「I-JAS」等）を対象とする。はじめに、コーパスによる日本

語研究について、コーパスの検索方法、データ処理方法についてPCを用いた実習形式の講義

を行う。そのうえで、各自で研究計画をたてて研究を進めていく。 

（評価方法）平常点60％（授業参加、発表資料、発表、質疑応答）、 

レポート40％にもとづき、総合的に評価する。 

 


